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施設類型 社会教育系施設 

施設分類 博物館等 

➀施設概要 

（みそら文化財整理室） 

文化財保護法に基づき文化財資料の適切な保護及び保存を図ることを目的に設置しています。 

（四街道市歴史民俗資料室） 

江戸時代後期から昭和の頃までに使用されていた約 500 点の農耕器具や暮らしの民具類を展示することを目

的に、八木原小学校の校舎内に設置しています。 

（ふれあいセンター歴史民俗資料室） 

戦後、開拓が行われた鹿放ヶ丘地区の当時の生活の様子や使用されていた生産用具等を展示することを目的

に、鹿放ヶ丘ふれあいセンター（以下「ふれあいセンター」という。）内に設置しています。 

施設分類 カルテ番号 対象施設 所在地 所管 

博物館等 

009 

119 

120 

みそら文化財整理室 

四街道市歴史民俗資料室※1 

ふれあいセンター歴史民俗資料室※2 

みそら 3-44-1 

千代田 5-4 

鹿放ヶ丘 284-12 

社会教育課 

※1 「四街道市歴史民俗資料室」は、小学校施設の「八木原小学校」の校舎内に設置しています。 

※2 「ふれあいセンター歴史民俗資料室」は、集会施設の「鹿放ヶ丘ふれあいセンター」に設置しています。 

【施設の位置図】 

 
 

➁現状と課題 

【施設データ】平成 29年度末現在 

施 設 名 
中学校 

地区 

建設

年 

経過

年数
（年） 

耐用

年数

(年) 

延床面

積(㎡) 

運営

形態 

職員

数

(人) 

支出額 

(千円) 

収入額

(千円) 

差引 

収支  

(千円) 

利用

人数

(人) 

㎡あた

り単価

(千円) 

利用者あ

たり単価 

(千円) 

みそら文化財整理室 旭      H9 20 38 199 直営 0 44 0 △44 － 0.221 － 

四街道市 

歴史民俗資料室 
千代田 － － － 381※1 直営 臨 2 1,444 0 △1,444 697 － 2.071 

ふれあいセンター    

歴史民俗資料室 
四街道西 － － － 189※2 直営 0 0 0 0 580 － 0 

※1 記載の面積は、八木原小学校の延床面積のうち、四街道市歴史民俗資料室として使用している面積を記載しています。 

※2 記載の面積は、鹿放ヶ丘ふれあいセンターの延床面積のうち、ふれあいセンター歴史民俗資料室として使用している面積を記載していま 

す。 

ア みそら文化財整理室 

みそら文化財整理室は、鉄骨造平屋建て、延床面積 199 ㎡。平成 9 年に建設した新耐震基準の建物を、平成 15

年に印旛郡市文化財センターより譲渡を受けたもので、建設から 20 年が経過し、施設の老朽化が進んでいます。 

みそら文化財整理室 

四街道市歴史民俗資料室 

ふれあいセンター歴史民俗資料室 
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市内で発掘された埋蔵文化財の収蔵保管場所として使用しており、管理運営は直営で、管理運営費は 44 千円/

年（市職員人件費を除く。）で、草刈や清掃等は職員で対応しています。 

 

イ 四街道市歴史民俗資料室 

四街道市歴史民俗資料室は、平成 21年に八木原小学校の 8教室の目的外使用許可を受け設置し、資料室全体の

延床面積は 381 ㎡です。 

開館日・開館時間は、土日祝日・年末年始・休校日を除く毎日、9 時から 16 時 30 分まで、管理運営は直営で、

管理運営費は 1,444 千円/年（市職員人件費を除く。）となっています。週 2 回、臨時職員が資料整理や清掃等を

行い、資料室の見学は予約制（無料）で、利用者数は 697人/年となっています。 

資料室では、江戸時代後期から昭和の頃まで使用されてきた約 500 点の農耕器具や暮らしの民具類を展示して

いますが、資料が分散しているため、管理が煩雑になっています。今後は資料の整理を進めるとともに、市民に

本市の生活文化を継承していくための展示のあり方が課題となっています。 

 

ウ ふれあいセンター歴史民俗資料室 

ふれあいセンター歴史民俗資料室は、平成 7 年にふれあいセンターの 2 階部分に設置し、延床面積は 189 ㎡で

す。 

開館日・開館時間は、ふれあいセンターの開館日等と同様に、月曜日（祝日の場合はその翌日）・年末年始を除

く毎日、9 時から 21 時まで、管理運営は直営ですが、ふれあいセンターの管理と一体で行っているため、管理運

営費（市職員人件費を除く。）はかかっていません。 

また、資料室は自由に見学でき（無料）、利用者数は 580 人/年となっています。 

資料室には、鹿放ヶ丘地区における戦後の開拓当時の写真や開拓に使用されていた農機具や資料・年表などを

展示し、常設展のみの運営となっています。 

 

◎市内で発見・発掘された文化財については、これまで、収集と保存を中心に文化財の保護を進めてきましたが、 

貴重な文化財や歴史・生活文化の慣習等を次代の市民に継承していくためには、収集・保存する機能に加え、 

市民が貴重な資料に触れ、体験できるようにしていくことが有効と考えられます。 

また、市内には、文化財の保護・保存や普及啓発に関わっている市民等が多数活動されている中で、こうした

活動家の知恵や活力を活用して歴史民俗資料室等の運営について、市民等との協働の中で進めることが有効と

考えられます。 
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➂施設評価と対応方針 

「施設の安全性、必要性」、「施設の有効性」、「管理運営の効率性」について以下のように分析しました。 

【分析】 

対象施設 施設の安全性、必要性 施設の有効性 管理運営の効率性 

みそら文化財整理室 

・耐震基準を満たしていますが、老朽

化が進んでいます。 

・文化財保護法に基づき埋蔵文化財等

を保護・保存していくため、今後も継

続していく必要があります。 

・市内で発掘された埋蔵文

化財の収蔵保管機能のみ

となっています。 

・管理運営費は埋蔵文化財の

収蔵保管施設としての必要

最小限としています。 

四街道市       

歴史民俗資料室 ・八木原小学校若しくはふれあいセン

ターと一体的な施設となっています。 

・市の歴史や生活文化の歴史を学び、

次代に継承する拠点として、今後も継

続していく必要があります。 

・歴史資料を数多く展示し

ていますが、資料が分散し

ています。 

・利用者数は、697 人/年

で、常設展のみとなってい

ます。 

・臨時職員が週 2日の勤務体

制であたり、臨時職員が不在

の場合は市職員が見学の対

応にあたるなど、管理運営の

効率性に欠けています。 

ふれあいセンター  

歴史民俗資料室 

・利用者数は、580 人/年

で、常設展のみとなってい

ます。 

・ふれあいセンターの指定管

理者が鍵の施錠等は行って

いますが、見学者への説明な

どの対応は実施していませ

ん。 

上記分析を踏まえて、当該施設については、以下のように評価し、対応します。 

【評価結果】 

対象施設 
方向性 

説  明 
機能 施設 

みそら     

文化財整理室 
継続   廃止 

【機能】 

・埋蔵文化財保護や収蔵物の保管のため、今後も継続していく必要があ

ります。 

【施設】 

・老朽化が進んでいるため、施設は廃止し、機能は他施設へ移転します。 

【管理運営】 

・引き続き必要な管理運営を行い、移転した際は、移転先に合わせた管

理運営手法の検討が必要です。 

四街道市    

歴史民俗資料室 
継続 － 

【機能】 

・歴史を学ぶ場として、また、歴史を未来へ継承する拠点として、今後

も継続していく必要がありますが、資料室が校舎内に分散しており、管

理面の効率性や見学者の利便性を考え、移転集約するなどの検討が必要

です。 

【管理運営】 

・臨時職員が週 2日の勤務体制で、必要に応じ市職員も対応しています

が、管理運営の効率性を図るため、市民等との協働の中で管理運営する

などの仕組みづくりの検討が必要です。 

ふれあいセンター   

歴史民俗資料室 
継続 － 

【機能】 

・鹿放ヶ丘地区の開拓の歴史を学ぶ場として、また、歴史を未来へ継承

する拠点として、今後も継続していく必要があります。 

【管理運営】 

・指定管理者が鍵の施錠等は行っていますが、見学者への説明などの対

応は実施していないことから、見学者の利便性を図るため、市民等との

協働の中で管理運営するなどの仕組みづくりの検討が必要です。 

【対応方針】 

○博物館等施設は、これまでの収集・保存を中心とした埋蔵文化財保護の取り組みに加え、現在は、観賞・体験 

型の取り組みが有効と考えられていることから、今後の文化財資料の保存・活用や施設の配置・管理運営のあ 

り方を検討します。 

○みそら文化財整理室は、老朽化が進んでいるため廃止し、他施設への機能の移転・統合を進め、機能移転後は、 

現施設のあり方を検討します。 

○四街道市歴史民俗資料室は、管理面の効率性や見学者の利便性を図るため、機能を集約するなどの取り組みを

行います。 
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○博物館等施設の管理運営については、埋蔵文化財保護や歴史資料の収集・研究に精通した市民等と協働で管理

運営を行う仕組みづくりを進め、施設の特性に合った、より効率的で利便性の高い管理運営手法の検討を行い

ます。 

 

➃展開スケジュール 

課題事項 
2017 年度

(H29 年度) 

2018 年度

(H30 年度) 

2019 年度

(R 元年度) 

2020 年度

(R2 年度) 

2021 年度

(R3 年度) 

2022 年度

(R4 年度) 

2023 年度

(R5 年度) 

2024 年度

(R6 年度) 

2025 年度

(R7 年度) 
2026 年度

(R8 年度) 
2027 年度

(R9 年度) 
2028 年度

(R10年度) 

文 化 財 整

理室・歴史

民 俗 資 料

室 の あ り

方 等 の 検

討 

            

（検討事項） 

①文化財資料の保存・活用のあり方（体験型施設など）、②施設の配置、③管理運営のあり方（市民等との協働）、④文化財整理室の移転、⑤四街道

市歴史民俗資料室の効率性・利便性 

文 化 財 整

理 室 の 廃

止 及 び 廃

止 後 の 現

施 設 の あ

り 方 の 検

討 

            

 

検討結果に基づく対応 文化財整理室、歴史民俗

資料室のあり方等の検討 

現施設のあり方の検討 検討結果に基づく対応 

廃止に向けての対応 廃止 
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